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青海川　達
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秋葉建築設計

㈲石山設計事務所

ブレンスタッフ㈱
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令和７年度やまがた木造設計マイスター　演習３班

「実りの大屋根２０２５」
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OUTIN

施設利用者駐車場50台

ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ

馬見ヶ崎川　河川敷

山形市薬師町２丁目６

条 件

敷 地

用途地域

建蔽率

容積率

高度地区

防 火

敷地面積

条件に倣う

条件に倣う

条件に倣う

条件に倣う

条件に倣う

条件に倣う

条件に倣う

農産物直売所/物販/地域の魅力発信ｺｰﾅｰ(約５００㎡程度)
商業・観光

共用・管理
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ、事務室、従業員室（従業員５名が常駐）

会議室、共用便所

床面積 １０００㎡未満

条件に倣う

条件に倣うﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ/倉庫/荷捌き室・喫茶ｺｰﾅｰ/厨房・事務室

構造材 山形県産木材

外 構 施設利用者駐車場５０台（敷地南側）、西側道路を出入口

その他
直売場ほかは無柱空間

河川敷へのアプローチに配慮
条件に倣う

条件に倣う

構 造 木造２階建て
条件に倣う

計画案

近隣商業地域

８０％

３００％

第４種高度地区

準防火地域

８８０㎡

第２種中高層住居専用地域

６０％

２００％

第２種高度地区

－

１７２０㎡

９２０㎡

山形県産集成材（ＪＡＳ材）

（貫工法/在来工法/トラス架構）

護国神社

馬見ヶ崎橋

４(項)マーケット

法規検討表

計画案 備 考

構 造
準耐火構造

内装制限
２階床面積５００㎡以下

準耐火建築物かつ

防火区画

小屋裏隔壁

排煙設備

１階床面積

２階床面積

消火設備 床面積７００㎡以上

１０００㎡区画

対象外

対象外

５００㎡以内毎に防煙壁で区画

用 途
（建築基準法別表第１） （消防法施工令別表第１）

４(項)マーケット

燃代４５ｍｍ(集成材)

燃代６０ｍｍ（製材）

設計課題（農産物直売所が併設されたやまがたの魅力発信施設）計画概要

配置計画図　Ｓ＝１／７００

直売所ほか(約４３０㎡)

直売所ほか

会議室ほか

（イ準耐-１：１時間）

７６１㎡

１５９㎡

屋内消火栓１箇所設置/ﾌﾛｱ

桁行き１２ｍ毎に必要 条件付き免除あり
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駐車スペース

バックヤード
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バックヤード

倉庫・荷捌き室
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3,640

７０㎡

サブエントランス

436.800ｍ2

農産物直売所・物販

４３０㎡

５３㎡
ＷＣ ５３㎡

事務室

施設利用者駐車場50台

駐車場ゾーン

５０台分の来客用駐車場と必要な緑地

エントランスホール・風除室

エントランス広場

シンボル空間

48,50020,200

21,200

2,
30
0

ＵＰ

５３㎡

山形魅力発信ギャラリー

ＷＣ

■配置計画■設計コンセプト

「川×神社×暮らしをつなぐローカルフードステーション」

　馬見ヶ崎川の景観や周辺に点在する神社の静けさ、歴史、

発信施設を計画しました。

縁日などの賑わいを組み合わせ、買い物だけではなく、川と

神社の空気感を“体験アクティビティ”として提供する魅力

　川と神社、産直をつなぐデザイン要素は「鳥居をイメージ 活かした魅力的な空間を提供します。

　敷地は北側に近隣商業施設と、南側の第２種中高層住居

専用地域にまたがるため、北側に建物を集約配置し、南側に

屋外テラスやシンボル的空間のエントランス広場は、景観を

　建物は駐車場､河川敷､神社の３方向からアクセスを確保し、

効果を持ちます。

した貫工法のデザイン｣です｡貫工法をシンボリックに見せる

ことで象徴的な入口を作り、自然と足を誘導するアプローチ

馬見ヶ崎川河川敷との連続性を活かせる

サービスは西側に集約配置、業務用出入口に隣接

喫茶コーナー・厨房

河川景観を活かした眺望

屋外テラス

南側の第２種中高層住居専用地域に配置

駐車場を確保しました。

Ｎ



　最大同時利用者数( １００人程度) に対して一人

購買行動を考慮した十分な売場面積を確保しました。

当たり４. ３㎡の余裕ある空間とし、想定来場者数と

　馬見ヶ崎川の河川景観を活かした配置計画は、

テラスを設けることで水辺との一体感を演出します。

を体験できる機能を備えることができます。

農産物の購入だけでなく、その場で山形の食の魅力

●喫茶コーナー・厨房( ５３㎡)

また、南北に長い長方形平面、吹抜けによる開放感

中央通路を軸とした回遊型レイアウトにしました。

と木造トラスによる力強く温かみのある内部空間は、

　日常的な商品管理・補充をスムーズに行いながら

季節変動や特別イベント時の一時的な在庫増にも

持続的な運営に寄与する重要な要素となります。

対応できる運営効率の高い施設となり、施設全体の

●山形魅力発信ギャラリー( ７０㎡)

　農産物直売所と連携するギャラリースペースに

■平面計画( ゾーニング)

１階：直売・交流・情報発信ゾーン・交流ゾーン

　　　( 交流ゾーン：喫茶コーナー・テラスなど)

２階：管理・運営( 事務室・会議室・従業員室など)

１階床面積：７６１. ４１５㎡

２階床面積：１５８. ９９５㎡

　延べ面積：９２０. ４１０㎡

ＷＣ

吹　抜

ＤＮ

従業員 会議室
２０㎡ ４０㎡

事務室

３０㎡
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7,280 21,840 7,280

36,400

バックヤード

倉庫・荷捌き室

サブエントランス

４３０㎡

５３㎡
ＷＣ ５３㎡

事務室

７０㎡

山形魅力発信ギャラリー

喫茶コーナー

厨房

屋外テラス

風除室

エントランスホール

ＵＰ

駐車場広場

馬見ヶ崎川河川敷
桜並木・芋煮会のスポット
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「山形縣護國神社」

「出羽国分寺薬師堂」

２ 階 平 面 図 　 Ｓ ＝１ ／ ３ ０ ０１ 階 平 面図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ００
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●農産物直売所・物販スペース( ４３０㎡)

農産物直売所・物販スペース

●バックヤード・倉庫・荷捌き室( ５３㎡)

５３㎡
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給湯室

より｢実りの大屋根２０２５｣は単なる農産物直売所

に発信する文化的機能を併せ持つ施設となります。

を超え山形の自然・文化・産業・食の魅力を総合的



一般的な鳥居の寸法　Ｓ＝１／１００
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1,213 1,213 1,213 1,213 1,213

笠木：柱１本分
柱１本分離す

貫：丸太柱の８分

330330

・柱内法を３, ３１０（柱芯３, ６４０）として形状確定

・柱寸法３３０角

サイン

東側立面図　Ｓ＝１／２００

西側立面図　Ｓ＝１／２００

北側立面図　Ｓ＝１／２００

南側立面図　Ｓ＝１／２００
サブエントランス

エントランス喫茶テラス

■立面計画「鳥居の構造をモチーフに！」

シンプルな形状ながら建物全体の強度としなやかさ

　敷地北側にある護國神社の赤い鳥居は、周囲の

景観の中で圧倒的な存在感を放つ構造物として知ら

れています。鳥居は貫工法の象徴的な構造物で、

万博の｢大屋根リング｣でも応用され、貫工法をデザ

インの核としモチーフとして採用しました。結果、

木材をふんだんに使ったデザインとなりました。

を持ち、この"シンプルさ"が鳥居の美しさと象徴性

を際立たせています｡ＥＸＰＯ ２０２５ 大阪･関西



壁：ケイカル板 t=8
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床：ビニル床タイル
ラワン合板 t=12 捨張
構造用合板 t=24 下地

野地板(木質系ボード)t=12 二重張
勾配根太
構造用合板 t=24
グラスウール t=200 下葺材：透湿防水シート(透湿ルーフィング)

野地板：合板 t=12 実付 二重張
垂木：45×90＠364
母屋・束：90×90＠910

構造用合板 t=24
ポリスチレンフォーム t=100

土間コンクリート
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捨てコンクリートt=50
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ステンレス板金内樋

床：コンクリート金ゴテ防塵塗装

断面図　Ｓ＝１／１００
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構造用合板t=24
透湿防水シート
胴縁15×45以上
杉張t=18(本実)外壁:

PBt=12.5二重張下地

壁：羽目板 t=12
PBt=12.5二重張下地
グラスウール充填t=120

グラスウール充填t=120
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壁：羽目板 t=12
PB又は強化PBt=15
構造用面材t=9.0以上

天井：強化PB t=12.5二重張

天井：強化PBt=12.5二重張　羽目板 t=12
天井：強化PBt=12.5二重張　羽目板 t=12

架構計画

屋根：塩化ビニル樹脂系シート防水(認定品)

天井：強化PBt=12.5二重張　羽目板 t=12

壁：羽目板 t=12
PB又は強化PBt=15
構造用面材t=9.0以上

PBt=12.5二重張VC

PBt=12.5二重張VC



平　面 正 面



ベイマツ集成材：120×300

ここは貫でなく、柱-柱間で梁を入れるスギ製材：120×210@910

12,0003,640 3,640 3,6403,640

イ sec. ロ

床受け梁の掛け方を変えて、柱間梁の負担を分散 スギ製材：105×300@910（貫梁の上に通し）

貫梁：ベイマツ集成材：120×300ベイマツ集成材：120×300

スギ製材：120×120@910スギ製材：120×120@910

sec.

スギ製材：120×210@910

トラス架構@3640

合板t=24もしくはCLT t=36
4

,8
0

0

ここは貫でなく、柱-柱間で梁を入れる

12,0003,640 3,640 3,6403,640

イ
ロ

スギ製材：105×300@910

スギ製材：120×210@1000

合板t=24もしくはCLT t=36

在来軸組工法 トラス架構 貫工法

（管理部門） （農産物直売所） （観光部門）

略伏図

架構概略図

貫工法 力の伝達形式貫工法 接合部模式図

貫工法 計算式

【構造計画】

１）一般事項

　・建物規模　地上２階

　・構造種別　木造

　・基礎形式　直接基礎（ベタ基礎）

２）使用材料

　・製材　　スギ乙種２級（山形県産材）

　　　　　　スギ甲種２級（山形県産材）

　・集成材　スギE65-F255（山形県産材スギ材をラミナ加工）

　　　　　　ベイマツE135-F375

　・架構形式　在来軸組構法及び貫工法

３）構造概要

　・3.64mグリッドの柱割りを基本とし、建物東側の観光部門には貫工法による架構を計画した。

　　また、無柱空間となる農産物直売所については平行弦トラスを用いて12mスパンをとばす計画とした。

　・トラスの接合部は鋼板挿入のうえドリフトピンによる接合とした。

　　鉛直荷重に対しては、安全側に柱梁仕口の剛性を考慮せず単純梁モデルで検討した。

　　水平荷重に対しては、柱梁仕口部の剛性を評価して、半固定仕口のラーメン架構として検討した。

　・貫工法による架構について

　・水平構面については、2階床面または屋根面で、構造用合板もしくはCLT板によって確保する計画とした。

　・主要構造部材には、製材で60mm、集成材で45mmの燃え代を見込んで断面検討を行った。



【トラス架構解析】

変位図（G+0.7S）
※黒：軸力、青：曲げモーメント、オレンジ：せん断力

応力図（G+0.7S）

応力図（G+1.0S） 変位図（G+1.0S）
※黒：軸力、青：曲げモーメント、オレンジ：せん断力

スパンL＝1200cm、最大変位δ＝1.02cm

継手をピンとしているため3倍してたわみに対する確認とする。

たわみ：1.02×3/1200＝1/392　≦　1/200　∴OK

スパンL＝1200cm、最大変位δ＝0.77cm

継手をピンとしているため3倍してたわみに対する確認とする。

たわみ：0.77×3/1200＝1/519　≦　1/250　∴OK
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【トラス部材断面】
・柱
　スギ集成材E65-F255
　330×330
　
・上下弦材
　ベイマツ集成材E135-F375
　180×330

・束材
　スギ集成材E65-F255
　180×180
　
・斜材
　ベイマツ集成材E135-F375
　180×210

トラス架構拡大図
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